
DXを検討する場合、業務プロセスの中で利用されるデータ
がどのように変化し、プロセスで利用できるように加工さ
れながら次のプロセス、ロケーションへデータを送るかを
イメージし、効率を考えながらプロセス改善していく必要
があります。ただ、ここに大きな落とし穴があります。
プロセスを中心に考えるために、実際の業務が優先されて
しまい、DX化検討が後手後手になってしまうのです。
この課題に対応するにはDOA - Data-Oriented Approach
（データ中心アプローチ）がよいと考えます。もっとも実
際のDOAによるアプローチ
はデータ基盤を確立する手
法のため真剣に取り組むと
それなりの時間と労力が必
要になります。そこでDOA
のデータ利用形態を切り出
して考えることで、データ
の流れと形状を中心として
業務プロセスをみなおして
みれば、DXへの近道が
見えてくるでしょう。

まずは、業務プロセスの可視化です。こちらはフローチャー
ト化やフローで利用されるデータや時間、重みが設定できる
ツールなどの利用が推奨されます。シミュレーション機能な
ど業務の無駄や改定の良し悪しを判断することができればな
およしです。

DX化計画における課題

１．業務プロセスの可視化

DXはなぜ進まない？

※生成されたプロセスモデルに、シナリオ
（パラメータ）を与えて、業務プロセスを
シミュレーション

※データフローの組み込みにより、データの流れを
的確に把握し、結果をレポートで確認

次にデータの流れ、入出力時の形態、ロケーションを確認
し、インタフェースで何が必要かを検討しましょう。デー
タの流れにはHUB型(EAI型)とETL型があり、流れの違い
によってもインタフェースの選定は変わってきます。

EAI - Enterprise Application Integration
ETL - Extract Transform Load

White Paper

※業務プロセスをオブジェクト指向などの操作方法でマッピング

２．データフローの確認

※ドキュメントの関連付けと一元管理（データベースなどの利用）
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３．実装計画・事前確認

データインタフェースの実装計画では、選定されたインタ
フェースの仕様から１で可視化した業務フローを必要に応
じて見直します。資産・データの共有化によるプロセスの
簡略化なども検討の一部となります。
また、インタフェースが正しく動作できるか、フローにか
かる時間は問題ないかなどのPoCなども有効となるでしょ
う。

そしてインタフェース群の総合試験完了後に業務切り替え
を行います。事前に実装計画でもこの業務切り替えのス
テップは考慮しておくべきです。業務プロセスは、可視化
の段階で連携するプロセスと単体のプロセスに分類されま
すので、影響の少ないものからスモールスタートで順次切
り替えていけるよう計画をたてることが肝要です。

４．実装、業務切り替え

可視化された業務プロセスは、効率化や対コンシューマ対
策により進化していきます。オンプレミス環境自身をクラ
ウド化したり、ソフトウェアベースの資産をiPaaSなどの
サービス運用へ切り替えることも利便性追求の一環となる
でしょう。

５．そしてDX推進へ

※iPaaS: Integration Platform as a Service 
クラウド統合プラットフォームでのサービス利用

※インタフェースの選定
（必要に応じてツールの活用を検討）

※データフロー上の機能に合わせたインタフェースを確認

※資産・データの共有化（WebDBによる共有利用など）

※PoCによる現新比較テストイメージ
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